
(1) 担当支部： 山形支部 12190
分水嶺区分 2005年 4月 3日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
木村　喜代志 7734
今野　秀穂 8228
松田　幸一 8362
長岡  伸恭 10761
渡辺　　誠 12190

計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 金山峠宮城県側鏡清水 140 17 38 3 20.0 620 6:00
分水嶺到達点E237 金山峠 140 17 38 3 24.0 625 6:02 6:02 舗装道路

蓬沢山南西尾根分岐(837m) 140 18 38 3 13.0 840 7:05 7:10 〃
E236 蓬沢山 140 18 38 3 28.1 976.0 7:50 8:00 積雪

982m 140 19 38 3 28.5 985.0 8:25 8:30 〃
E235 大坂山 1015m 140 20 38 3 12.3 1,015 10:15 10:20 〃
E234 番城山 140 22 38 3 48.8 1,325 12：30 13:20 〃

分水嶺離別点E237 E237金山峠 140 17 38 3 24.0 625 17:30 17:30 舗装道路

歩行終了点 鏡清水 140 16 38 2 43.0 419 17:32

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

E236 蓬沢 ３
E234 番城山 ２ 南

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山行報告書（続き）

金山峠の宮城県側(鏡清水)まで車使用
E237金山峠～蓬沢山南西尾根分岐(837m)～E236△蓬沢山～982m～E235(峠)1015m(大坂山)～E234△番城山

①鏡清水：県道上山・七ｹ宿線の県境金山峠約100m宮城県側に湧水している小屋掛けの鏡清水がある。また東屋もあり休憩もでき、
　　　　　　　7～８台の駐車スペースもある。

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

計

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

二井宿
26.4
49.5

9時間57分総歩行時間（休憩時間を除く）：

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

*分水嶺尾根は蓬沢山から1042ｍ峰にかけて20ｍ～60ｍのアップダウンの連続である。
　よばれている（山形森林管理署で確認済）
②Ｅ235（峠）1015ｍ：今は藪が厳しく通る人は無く、地元の古老に峠名を聞いたが不明でであったが、1015ｍの山名は大坂山と

*尾根上(分水嶺)の植生は、概ね標高900ｍぐらいまではミズナラ、ブナの混成林であり所々にアカマツがある。

良好

　　　　　　　　　１．蓬沢山南西尾根の雪庇
　　　　　　　　　２．E235(大坂山山頂)1015m

*分水嶺尾根には登山道は無く、藪が密生しており無雪期の踏査は無理であり、積雪期のみ可能である。

保存
状況

未確認

*積雪1ｍ以上の県境尾根にも所々マルバマンサクの花が咲いており、春の息吹が感じられた。
　900m以上の標高ではブナの二次林である。

特記事項

今回も積雪100cm以上で確認できず(04.4.28踏査の際も積雪のため三角点は確認できず)

今回も積雪120cm以上で確認できず(04年５月１６日踏査の際に確認済)

〃
〃
〃
〃

②

山形－20
晴(積雪30～120

事務局整理記入欄会員番号：渡辺　　誠
(3)山行日：E237金山峠～E234番城山

名

道の
状況

①

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

到着
時刻

高度
ｍ

緯度Ｎ
秒

5名

二井宿

経度E

48.9

往路を引返す
不忘山

31.6

49.5
9.7

〃
29.9
38.2
1.0



表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．E235(大坂山山頂)1015m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．蓬沢山南西尾根の雪庇
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